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表 l DDMと 降水量の関係
1 1ま  し め に

前が では,粗飼料調製中の養分損失を,粗蚤 自質,粗灰

分などのA.l料中各成分について検討した。

今回は,可消化乾物含量 (以下,DDMと 記す。)の調製

時の変動を調査し,主 として降雨などによる溶脱に関して

検討を加えた。

2 調 査 方 法

l DDMと 降水量の関係
前報と同じ試料を供試した。DDMは ,中性デ′―ジェン

ト.ヤルラーゼの連続処理による方Pで 求めた。
2 刈取後の天候が異なる場合のDDMと 降水量の関係
供試草地 :1968年造成。チモシー主体で,オ ーチャード

グラス, レンドクロ~パからなる混播草地。

試料採取 :上記 3草種を,lAl刈取後降雨が続き乾燥 しな

い区と,0刈取後数日晴天が続き乾燥 した後降雨にあった

区について経時的に採取して分析に供 した。

3 浸漬処理
チモシー,オ ーチャードグラス, レッドクローバの3草

種を,①ス1取直後(DM約 20%),②乾燥 1(DM約 50%),

③乾燥 2(DM約 80%)の 3段階に処理 した後,流水中に

浸漬 (10分 と1時間の 2処理 )し,風乾後DDMの 分析に

供した。なお乾燥処理は, 30～ 40℃ の通風乾燥器内で行

なつた。

3結 果 と 考 察

l DD Mと 降水景の関係

番草別,メ 1取時期別にDDMの 変動がみられた。特に 1

番草において,刈取が遅くなるほどDDMの 低下は著しか

った(表 1)。 調製草のDDMは どの区においても,刈取

後次第に低 ドする傾向を示した。

図はDD M減少率と降水量との関係を示したものである。

両者の間には, 1番草, 2 3番草ともに有意な相関が

得られた

`そ

れぞれ, r-0927**, r-0953*)。
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また,図 1か ら1番草は再生草に較べて溶脱されやすい    表3 乾燥および浸漬処理がDDMに及ぼす影響

ことが推察される。

Sclllldderの計算式より求めたTDNも表 1に示 したが,

その変動はDDMよ り少なく,損失の傾向もみられなかった。

これは指認 されているように,一般成分から消化率を推定

することの限界を示しているものと思われる。

2 刈取後の天候が異なる場合のDDMと 降水量の関係

次に,わずかな降水量でも調製草にかなりの品質低下が

みられる場合があつたので,調製時の天候がDDMに及ぼ

す影響を調査した(表 2)。

表 2 調製時の天候がDDMに 及ぼす影響
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を受けることが推察できる。

刈取直後の草は, 浸漬 してもDDM減少率はわずかであ

ったのに対し, DM 50%以 上の乾燥した草はDDM減少率

が大であつた。これは一度乾燥 してから雨にあたると栄養

価の損失が著しいことを示している。

水分除去の速さ
うや,降雨時の気温

4)が
栄養価の損失に影

響を与えることも報告されており,粗飼料調製中の養分損

失は,降水量,気温,乾燥の程度,乾燥の遅速などによつ

て大きく変動するものと考えられる。
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